
種類 No 氏名 所属 研究テーマ
研究
形態

決定
金額
(万円)

1 小林章夫
愛知医科大学
衛生学教室
助教授

高齢者の主観的幸福度と健康水準との関
連についての縦断的研究

共同 79

2 田中敏明
札幌医科大学
保健療法学部
助手

老人における足趾感覚がバランス能力に
及ぼす影響について

共同 97

3 山崎元
慶應義塾大学
スポーツ医学研究センター
助教授

高齢社会におけるＱＯＬの向上
ーライフスタイルの修正を目指してー

共同 100

4 小川正光
愛知教育大学
教育学部
教授

高齢者を含む家族の構成・家族観の地域
的差異に対応した在宅福祉サービスの検
討
ー愛知県豊明市における実態調査を通し
てー

共同 79

5 野口美和子
千葉大学
看護学部
教授

老年期を生きることを理解するための
シュミレーションゲームの開発

共同 91

6 海老原修
横浜国立大学
教育学部
助教授

高齢者の継続的スポーツ参加に伴う生活
満足の変容
ー期待値と実測値の一致・不一致から生
じる満足度をてがかりとしてー

共同 79

7 金児暁嗣
大阪市立大学
文学部
教授

高齢者の宗教観と死生観
ー宗教は死の不安を和らげるかー

個人 79

8 柳在貞
東京大学大学院
医学系研究科保健学専攻
大学院生

高齢化社会における地域住民を中心とし
たソーシャル・サポート・ネットワーク
に関する研究
ー地域でのグループ・サークルの活動を
通じてのインフォーマルサポートを考え
るー

個人 81

9 杉山善朗
札幌医科大学
心理学教室
教授

高齢者ｽﾄﾚｽ尺度の作成 共同 94

10 前田基成
女子美術大学
助教授

老人の自己効力感に関する研究 共同 38

11 今中雄一
日本医科大学
医療管理学教室
講師

保健・医療・福祉の連携評価
ー在宅ケアの主観的満足度とサービス評
価を中心にー

共同 100

12 高橋憲二
島根県立島根女子短期大学
助教授

過疎山村地の高齢者在宅ケアシステムに
関する研究

個人 79

13 嶋根克己
専修大学
文学部
助教授

高齢者の終末期医療とそれをとりまく家
族ケアに関する実証的調査研究

共同 100

14 リム･ボン
立命館大学
産業社会学部
教授

高齢者世帯における家族愛の持続性とコ
ミュニティの安定化を支援する「新三世
代交流」機能の地域的展開に関する研究

個人 100

15 岡本祥浩
中央大学
商学部
助教授

高齢社会における居住福祉政策に関する
研究
ー多分野の連携による住居改善をとおし
てー

個人 100

16 岡野雅子
群馬女子短期大学
教授

異世代に対する子どもの関心と理解
ー子どもにとっての高齢者の意味ー

個人 80

１９９３年度ジェロントロジー研究助成対象者リスト

社会
科学
分野
にお
ける
研究
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１９９３年度ジェロントロジー研究助成対象者リスト

17 大川一郎
つくば国際大学
産業社会学部
講師

祖父母と孫の心理的関係
ー孫からみた祖父母交流の実態・心理的
かかわり・その影響因ー

個人 97

18 長嶋紀一
日本大学
文理学部心理学研究室
教授

成人期の親子関係に関する研究
ー老年期の親とその子どもの「勢力関
係」に影響を及ぼす要因についてー

共同 100

19 寺崎明美
東京慈恵会医科大学
医学部看護学科
教授

高齢者の配偶者喪失による悲嘆過程と同
居家族が及ぼす影響

共同 66

20 中里克治
東京都老人総合研究所
心理学部門
主査研究員

高齢者の自立を目指して
ー高齢者への家族のサポートが高齢者に
及ぼす心理的影響に関する研究ー

共同 83

21 正岡寛司
早稲田大学
文学部
教授

定年退職と家族
ー夫の定年退職と妻のライフコースー

共同 100

22 西田真寿美
佐賀医科大学
医学部看護学科

脳血管疾患患者の介護者の支援獲得プロ
セスとその規定要因に関する研究
ー在宅福祉サービスの利用実績にかかわ
る要因分析ー

共同 79

福祉
現場
にお
ける
研究

23 鈴木信男
特別養護老人ホーム
なぎさ和楽苑

特別養護老人ホームにおける家族への対
応に関する基礎的研究
ー利用者と家族の望ましいかかわりを支
援する施設のあり方ー

共同 99

助成
額計

2000
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